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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
自
宅
で
仕
事

を
す
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が
中

小
企
業
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

人
と
人
の
接
触
機
会
を
減
ら
す

感
染
防
止
策
と
し
て
多
く
が
取

り
組
み
を
迫
ら
れ
た
形
だ
が
、

企
業
に
と
っ
て
は
業
務
の
効
率

化
や
多
様
な
働
き
方
の
実
現
に

つ
な
が
る
側
面
も
あ
る
。
あ
る

意
味
で
は
感
染
終
息
後
も
に
ら

ん
だ
社
会
実
験
と
い
え
、
社
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
業

務
管
理
の
難
し
さ
な
ど
定
着
に

向
け
た
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
専
門
の
Ｉ
Ｔ

企
業
「
コ
ー
ソ
ル
」
（
東
京
）

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
責
任

者
を
務
め
る
高
橋
祐
子
さ
ん

は
、
２
月
中
旬
か
ら
都
内

の
自
宅
で
働
く
。
同
僚
と
は
オ

ン
ラ
イ
ン
の
チ
ャ
ッ
ト
や
電
話

で
連
絡
し
、
会
議
は
ウ
ェ
ブ
シ

ス
テ
ム
を
利
用
。
往
復
２
時
間

の
通
勤
は
な
く
な
っ
た
。

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
後
、

今
月
９
日
か
ら
は
５
歳
と
４
歳

の
子
ど
も
の
保
育
所
が
休
園
に

な
っ
た
。
在
宅
勤
務
が
で
き
ず
、

仕
事
を
続
け
ら
れ
な
く
な
れ
ば

「
貯
金
を
切
り
崩
す
生
活
に
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
。

同
社
は
現
在
、
社
員
の
９
割

近
く
が

在
宅
勤
務
の
テ
レ
ワ

ー
ク
だ
。
２
０
１
８
年
４
月
に

導
入
し
、
育
児
や
介
護
、
病
気

な
ど
に

限
定
し
て
き
た
が
、

今
回
の

感
染
拡
大
で
条
件
を

緩
和
。
人
事
教
育
広
報
部
の
黒

川
友
紀
子
課
長
代
理

は

「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
は
安
定
的
に

提
供
で
き
て
い
る
。
多
様
な
働

き
方
を
選
べ
る
会
社
に
な
れ

た
」
と
話
す
。

た
だ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
従
業

員
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
な
い
た

め
、雑
談
や
相
談
が
な
く
な
り
、

情
報
共
有
に
支
障
が
出
る
リ
ス

ク
も
指
摘
さ
れ
る
。
高
橋
さ
ん

も
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

面
倒
に
な
り
、
負
担
に
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
い
、
在

宅
勤
務
の
長
期
化
に
伴
う
変
化

を
感
じ
て
い
る
。

人
事
評
価
も
課
題
だ
。
高
橋

さ
ん
な
ど
か
ら
日
々
の
業
務
報

告
を
メ
ー
ル
で
受
け
取
る
松
浪

曉
子
管
理
部
長

は
「
日
報

だ
け
で
成
果
の
把
握
は
難
し

い
」
。
同
僚
の
仕
事
を
ど
れ
だ

け
手
伝
っ
た
か
な
ど
、
結
果
に

出
に
く
い
業
務
の
過
程
や
周
囲

へ
の
貢
献
を
可
視
化
す
る
の
が

難
し
い
と
い
う
。

九
州
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
に
取

り
組
む
企
業
は
出
て
い
る
。
フ

ァ
ン
ド
運
営
の
ド
ー
ガ
ン
（
福

岡
市
）
は
３
月
末
か
ら
約

人

の
社
員
を
原
則
、
在
宅
勤
務
に

し
た
。
今
月
７
日
に
福
岡
県
で

緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
後
は
、

出
社
の
際
は
役
員
の
承
認
を
得

た
上
で
、
徒
歩
や
自
転
車
、
自

動
車
で
通
勤
す
る
よ
う
ル
ー
ル

も
厳
格
化
し
た
。

在
宅
勤
務
の
社
員
は
成
果
を

出
そ
う
と
し
て
労
働
時
間
が
長

く
な
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
、
同

社
も
勤
務
時
間
の
把
握
を
課
題

に
挙
げ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
勤
怠
シ
ス
テ
ム
な
ど
で

管
理
し
て
い
る
も
の
の
「
オ
フ

ラ
イ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
場

合
は
分
か
ら
な
い
」
（
小
田
未

来
取
締
役
）
と
い
う
。

東
京
商
工
会
議
所
が
８
日
発

表
し
た

中
小
企
業
へ
の
調
査

に
よ
る
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実

施
し
て
い
る
の
は

・
０
％
、

検
討
中
は

・
５
％
。
実
施

し
て
い
な
い
理
由
で
は
、
労
務

管
理
や
評
価
な
ど

社
内
体
制

の
未
整
備
▽
情
報
機
器
や

通

信
環
境
が
不
十
分
▽
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
不
安
―
な
ど
が
目
立

っ
た
。

も
っ
と
も
、
パ
ー
ソ
ル
総
合

研
究
所
（
東
京
）
の
３
月
の
調

査
で
は
、
九
州
で
テ
レ
ワ
ー
ク

を
導
入
し
た
企
業
は
８
・
６

％
。
県
別
で
ト
ッ
プ
の
福
岡
県

で
も

・
３
％
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
首
都
圏
に
比
べ
て
取
り

組
み
の
遅
れ
は
否
め
な
い
。

同
研
究
所
の
小
林
祐
児
主
任

研
究
員
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス

テ
ム
の
普
及
な
ど
に
伴
い
「
東

京
で
は
『
意
外
と
で
き
る
』
と

い
う
受
け
止
め
が
広
が
っ
て
い

る
」
と
い
う
。
感
染
拡
大
の
防

止
を
契
機
と
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク

の
流
れ
は
終
息
後
も
続
く
と
み

ら
れ
「
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る

意
味
で
も
企
業
は
導
入
す
る
べ

き
だ
」
と
指
摘
す
る
。

（
中
野
雄
策
、
吉
田
修
平
）

「
業
務
上
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が

可
能
な
の
に
、
会
社
の
方
針
で

通
常
勤
務
が
続
く
」
。
北
九
州

市
で
Ｉ
Ｔ
企
業
に
勤
務
す
る
男

性
社
員
は
明
か
す
。
オ
フ
ィ
ス

が
入
る
ビ
ル
の
一
室
は
狭
く
、

窓
も
な
い
。
電
車
で
通
勤
す
る

男
性
は
上
司
に
テ
レ
ワ
ー
ク
を

希
望
し
た
が
、
「
東
京
ほ
ど
混

ま
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
言
わ

れ
た
と
い
う
。
「
家
族
へ
の
感

染
を
恐
れ
る
社
員
も
い
る
。
意

識
が
低
い
」
と
漏
ら
す
。

ワ
ン
フ
ロ
ア
に
約
３
０
０
人

が
働
く
福
岡
市
内
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
勤
め
る
契
約
社
員
の

女
性
に
よ
る
と
、
緊
急
事
態
宣

言
後
も
勤
務
体
制
は
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
と
い
う
。
女
性
は
「
人

と
人
の
距
離
が
近
く
職
場
環
境

が
不
安
。
捨
て
駒
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
」
と
憤
る
。
運
営
会
社

は
取
材
に
「
取
引
先
の
意
向
が

あ
り
、
出
勤
抑
制
は
す
ぐ
に
は

難
し
い
」
と
説
明
し
た
。

福
岡
市
の
建
設
会
社
も
営
業

活
動
は
ほ
ぼ
で
き
な
い
状
況
だ

が
、

代
の
管
理
職
男
性
は「
何

と
な
く
出
社
す
る
人
も
い
る
」。

国
の
要
請
を
受
け
「
よ
う
や
く

今
後
の
仕
事
の
や
り
方
を
協
議

し
て
い
る
」
と
話
す
。

銀
行
な
ど
に
は
事
業
者
か
ら

の
資
金
繰
り
の
相
談
が
相
次

ぐ
。
福
岡
県
内
の
あ
る
金
融
機

関
の
支
店
に
勤
め
る
男
性

に
よ
る
と
、
融
資
先
の
信
用
情

報
が
記
載
さ
れ
た
文
書
な
ど
、

自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
も
多
い
。
テ
レ
ワ
ー

ク
の
制
度
は
あ
る
と
い
う
が
、

「
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
（
支
店

で
は
）
誰
も
活
用
で
き
て
い
な

い
」
の
が
実
情
と
い
う
。

福
岡
県
内
の
イ
ン
フ
ラ
系
事

業
者
は
、
本
社
な
ど
在
宅
勤
務

が
可
能
な
部
門
で
出
勤
者
の
半

減
を
目
指
し
て
き
た
が
、
社
員

は
「
さ
す
が
に
７
割
減
は
難
し

い
」
と
戸
惑
う
。
一
方
、
８
日

に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
運
用
を
始
め

た
Ｊ
Ｒ
九
州
（
福
岡
市
）
は
本

社
勤
務
者
の
８
割
減
を
目
標
に

掲
げ
、
「
各
部
署
で
や
り
方
を

模
索
し
て
い
る
」
（
広
報
）
。

土
木
建
築
工
事
の
富
士
ピ
ー

・
エ
ス
（
福
岡
市
）
は

日
か

ら
、
総
務
や
経
理
な
ど
事
業
継

続
に
必
要
な
業
務
以
外
は
在
宅

勤
務
と
し
、
工
場
を
除
く
事
務

部
門
の
社
員
は
出
勤
約
７
割
減

を
実
現
し
た
。
「
多
少
効
率
が

落
ち
る
面
は
あ
る
が
、
要
請
に

対
応
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
」

と
強
調
し
た
。

石
田
剛

井
崎
圭

布
谷
真
基

企
業
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す

る
際
は
、勤
務
管
理
や
労
働
時
間
、

通
勤
手
当
、
通
信
・
光
熱
水
費
負

担
の
取
り
扱
い
を
変
更
す
る
こ
と

が
多
く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
規
定

を
設
け
る
の
が
一
般
的
だ
。
た
だ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
緊
急
導
入
す
る
場
合
、
現
状
の

ま
ま
で
も
始
め
ら
れ
る
。

企
業
は
最
低
限
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
対
象
期
間
▽
適
用
対
象
者
▽
利

用
頻
度
▽
日
報
や
メ
ー
ル
に
よ
る

勤
務
管
理
の
方
法
―
に
つ
い
て
従

業
員
に
通
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
パ

ソ
コ
ン
端
末
と
通
信
手
段
が
あ

り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
保

た
れ
れ
ば
、
在
宅
勤
務
の
環
境
は

基
本
的
に
整
う
。

緊
急
導
入
の
成
功
に
は
、
成
果

把
握
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

重
要
だ
。
一
定
期
間
は
、
や
ら
な

い
仕
事
を
決
め
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
る
。
現
場
の
管
理
職
の
負
担
が

大
き
く
、
現
場
任
せ
で
は
駄
目
だ
。

導
入
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出

て
く
る
の
で
、
会
社
が
継
続
的
に

課
題
解
決
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
ま
で
は
大
企
業
で
も
一
部

社
員
が
週
に
２
日
程
度
実
施
す
る

の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
当
協
会
も

す
べ
て
の
仕
事
を
テ
レ
ワ
ー
ク
に

置
き
換
え
よ
う
と
は
勧
め
て
い
な

い
が
、
い
ち
早
く
導
入
し
た
地
方

企
業
で
は
人
材
確
保
に
プ
ラ
ス
の

効
果
が
出
て
い
る
。
自
立
し
て
仕

事
で
き
る
人
は
効
率
が
上
が
り
、

巨
大
地
震
な
ど
災
害
時
に
備
え
た

訓
練
に
も
な
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
へ

の
対
応
を
機
に
、
緊
急
導
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

（
談
）

日本テレワーク協会

富樫美加主席研究員

現
状
か
ら
で
も
実
施
可
能
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テレワーク地域で温度差
安
倍
晋
三
首
相
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
緊
急
事
態

宣
言
を
出
し
た
７
都
府
県
で
、
全
事
業
者
に
出
勤
者
の
「
最
低
７
割
減
」

を
求
め
て
か
ら
最
初
の
平
日
と
な
っ
た

日
も
、
福
岡
県
内
の
駅
な
ど

で
は
出
勤
す
る
会
社
員
ら
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
業
務
の
制
約
や
企
業
側

の
姿
勢
か
ら
出
社
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
も
少
な
く
な
い
。
在
宅
勤
務
を

導
入
し
た
企
業
か
ら
も
、
７
割
減
の
壁
は
高
い
と
困
惑
の
声
が
漏
れ
、

対
応
が
進
む
首
都
圏
と
は
温
度
差
も
あ
る
。

出
勤
７
割
減

に
困
惑

社
員

会
社
は
実
現
に
消
極
的
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⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

福 岡

足早に電車に乗り込む人たち

＝13日午後６時ごろ、福岡市博多区のＪＲ

博多駅（撮影・佐藤雄太朗）

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
で
在
宅
勤
務
の

社
員
を
つ
な
い
で
行
わ
れ
た
コ
ー
ソ
ル
本
社

の
打
ち
合
わ
せ

８
日
、
東
京
都
千
代
田
区
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意
思
疎
通

業
務
管
理
に
課
題

中
小
で
導
入
広
が
る
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⇒

東 京
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